
 

 

 

 
 

 

～人間が生きていく上で最高の宝物、それは「思いやり」や「やさしさ」             

私達は障がい児者支援を通して、その宝物を身につけ広げていきます。～         宝島のホームページ 

 

～NPO 法人宝島創立 20 周年を迎えて～ 
本年 5月 26日付をもちまして宝島理事長に就任いたしました林伸一郎と申します。宝島を創設された

井上陽子初代理事長、二期 4年間を務められた磯崎洋二理事長の跡を継ぎ、3代目の理事長となりまし

た。私はこの 2年間、宝島の理事を務めながら、就労継続支援 B型「ゆめひろば」及び日中一時支援「赤

い屋根」で利用者さんたちの支援をして参りましたが、福祉にかかる十分な知見を有しているとは到底申し

上げることができません。そこでまずは、宝島のこととその周りのことを自ら見て聞いて確かめ、関係する多く

の方々の知己を得ながら、利用者や保護者の皆様、職員・スタッフのみなさん、理事の皆様と力を合わせて

前へ歩んでいきたいと思います。 

 「宝島便り」に理事長として初めて寄稿するこの好機に、皆様方のご指導、ご鞭撻をお願い申し上げる次

第です。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 さて、令和 7年 6月 14日（土）午前 9時 30分から「サニープレイス座間」 

にて「第 20回宝島定期総会」を開催し、当初の予定通り、５つの議案の承認を 

得、1件の報告を行い、無事に終了することができましたことをここにご報告申し 

上げますと共に、関係者の皆様に厚く御礼申し上げます。 

総会に引き続きまして、同日の午前 11時 30分から、同所の 3階多目的ホールをお借りして、「NPO

法人宝島創立 20周年記念式典」を開催いたしました。 

佐藤弥斗座間市市長、芥川薫神奈川県議会議員を 

はじめご来賓の方々、宝島の理事と会員の皆様、宝島 

利用者のみなさん等 100名近くの方がお集まりくださり、 

とても温かくお祝いをしてくださいました。この場をお借りして、ご来訪くださった方々にあらためて感謝申し

上げますとともに、会場にお越しになれなかった皆様に謹んでご報告申し上げる次第です。 

式典は 2部構成でした。第一部は林挨拶、佐藤市長ご挨拶、芥川議員ご挨拶、山本愈宝島前理事への

感謝状贈呈、井上理事宝島 20年史紹介と続きました。佐藤市長、芥川議員及び井上理事からは思い溢

れる素晴らしいお話をそれぞれにいただきました。第二部は軽食を取りながら、並里善史様のフルートと福

井かやの様のグランドハープのたいへん素敵なコラボ演奏に耳を傾け、釘宮成禎職員のマジックショーに

盛り上がり、磯崎前理事長への花束贈呈で式典を締めくくりました。 

 会場では皆様の心温まる数々のご祝意に触れ、職員・スタッフのチームワークを目の当たりにして、利用者

さんたちの眩しい笑顔と親御さん・職員スタッフたちの明るい笑い声にいつも抱かれた宝島へと、二十歳を

過ぎても素敵に成長を続けるよう力を尽くして参りたいと心に誓いました。もちろん、二十歳の宝島にも皆様

のご支援、ご指導はなくてはなりません。今後とも宝島を応援くださいますよう何卒お願い申し上げます。 

芥川県議 佐藤市長 林理事長 

総会 会場 
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山本様 感謝状贈呈 

～山本愈様へ感謝状贈呈～ 

 長年にわたり、理事として宝島を支えてくださった 

山本愈様が、任期満了に伴いご勇退されることとなり 

ました。これまでのご功績に心より感謝申し上げます。 

これからも宝島をよろしくお願いします。 

山本様、ありがとうございました。 

 当日、お越しくださいましたご来賓の皆様を私たちの謝意を込めてご紹介申し上げます。 

（佐藤市長及び芥川議員は先にご案内致しましたので、次のご紹介にはお名前を記載しておりませ

ん。ご紹介の順番はお名前の五十音順といたしました。また肩書ご不明の方は所属先のみの記載と

しています。ご了承ください。） 

 

NPO法人きづき代表 岩田文子様 

（有）大塚建設 大塚裕子様 

座間市障がい児・者基幹相談支援センター管理者 潮田満様 

社会福祉法人座間市社会福祉協議会会長 菊地孝様 

座間市福祉部障がい福祉課長 佐々木幹様 

社会福祉法人聖音会綾瀬ホーム理事 佐竹敬様 

社会福祉法人ざま泉水会いずみの郷 佐藤彰子様 

社会福祉法人慈湧会緑の家施設長 関水覚様 

NPO法人座間市手をつなぐ育成会さくらんぼ管理者 瀬下富子様 

座間市こども未来部こども育成課長 高野恵輔様 

緑ヶ丘施設オーナー 田中治様 

（有）谷田建設社長 谷田雅男様 

座間市重度心身障害児者保護者ネットワークゆいま～る会長 津田真弓様 

座間市福祉部長 中島千加子様 

NPO法人いぶき就労継続支援 B型いぶき管理者 新田千秋様 

NPO法人障建会地域活動支援センターかざぐるま所長 野原美幸様 

社会保険労務士法人シーエスパートナーズ 廣江基一様 

県立座間支援学校校長 本間修治様 

宝島の家オーナー 三ツ橋和孝様 

NPO法人座間市手をつなぐ育成会地域活動センターえのきの里所長 山﨑志保様 

座間市こども未来部長 山本浩由様 

NPO法人宝島前理事 山本愈様 

 

 また、社会福祉法人日本キリスト教奉仕団障害者総合福祉施設アガペセンター長田中誠一様、 

座間やまびこの会会長外川裕美様からご祝電を賜りました。さらに、宝島利用者森由治様からお花を

頂戴いたしました。ご祝電もお花も式典に素敵な彩を添えてくださいました。加えて、座間市手をつ

なぐ育成会会長福村ゆきえ様からも格別のお心遣いをいただきました。ありがとうございました。 

 

創立 20 周年記念式典の様子 

ご来賓の皆様 



 ～宝島の立ち上げから今に至るまで～ 

◆  Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 宝 島 2 0 年 のあゆみ  ◆ 
 年 月 宝島の出来事 

宝
島
黎
明
期 

2001 
(H13) 

7月 
障害児親の会「いるかの会」を中心に座間社協の協力の下、障害児の夏休みの社会参加支
援・余暇支援、親のレスパイトのための「フリースペース宝島」を立ち上げ、障害児者余暇支援
活動やボランティア育成活動を実施（コンサート開催、ふれあいキャンプ、講演会など多数） 

2002 
(H14) 

7月 三橋昌三様より土地の無償貸与、建築資金寄付のお申し出 

2004 
(H16) 

9月 19日   ＮＰＯ法人設立のための第一回総会を開催、井上陽子理事長就任 

2005 
(H17) 

1月 ４日 ＮＰＯ法人正式認可、「特殊非営利活動法人 宝島」創立 

2月 緑ヶ丘６丁目のアパートの１室に事務局開設 

4月 居宅介護事業「サポートゆめひろば」を開所 

9月 三橋様貸与の土地に「宝島の家(赤い屋根)」を建設着工 

  建設費用の大半は三橋様をはじめとする多くの方々の寄付・浄財 

宝
島
創
業
期 

2006 
(H18) 

1月 「宝島の家」竣工 

4月 児童デイサービス事業を開始 

10月 
日中一時支援事業「赤い屋根」、移動支援事業「サポートゆめひろば」を「宝島の家」で開始 
（それに伴い児童デイは閉鎖） 

2007 
(H19) 

4月 座間市委託事業「北地区児童ホーム」の運営受託 

2008 
(H20) 

4月 地域活動支援の場「緑が丘ゆめひろば」を開所 

2010 
(H22) 

1月 「緑が丘ゆめひろば」で就労継続支援Ｂ型事業(後は就労 B と記載)「ゆめひろば」を開始 

秋～ 座間ＪＡ横ビル所有者山本信子様のご好意により、同ビルの現本部ビルへの改築を計画 

宝
島
発
展
期 

2011 
(Ｈ23) 

4月 日本財団助成金により現本部ビルへ改築、同所で就労Ｂ「ゆめひろば」開始 

2012 
(Ｈ24) 

7月 生活介護事業「宙」を本部ビル２Fで開始 

2013 
(Ｈ25) 

3月 県補助金により「緑が丘ゆめひろば」を改修 

秋～ 高橋正躬様のご好意により長期貸与された新田宿所有地に新田宿宝島を建設 

2014 
(Ｈ26) 

４月 本部施設にて自立訓練事業「つばさ」を開始 

10月 新田宿宝島開所  

  就労Ｂ「ゆめひろば」を本部から新田宿に移転 

  新田宿で生活介護事業「どれみ」と短期入所事業「ショートステイ宝島」を開始 

  本部で特定相談支援事業「相談支援センター宝島」を開始 

2015 
(Ｈ27) 

1月 「宝島」創立 10周年記念式典及び新田宿施設開所式を開催(座間市立公民館) 

10月 

生活介護事業「宙」「どれみ」を一本化、新田宿施設で「たからじま」として新たに始動 

就労Ｂ「ゆめひろば」を新田宿施設から本部施設に移転 
（それに伴い自立訓練事業「つばさ」を閉鎖） 

2017 
(H29) 

3月 居宅介護事業「サポートゆめひろば」を閉鎖 

4月 
就労Ｂ「ゆめひろば」を皆原施設に移転、「皆原ゆめひろば」開所 

本部では就労Ｂと生活介護の多機能事業「鈴鹿ゆめひろば」開始 



 年 月 宝島の出来事 

 

2018 
(H30) 

4月 本部２階で児童ホーム「宝島キッズ」運営開始 

8月 井上陽子理事長自宅敷地にｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ「こすもす」を建設、ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ事業を開始 

10月 本部での多機能事業を閉鎖し皆原に移設、生活介護事業を新田宿に一本化 

2019 
(H31/R1) 

４月 「皆原ゆめひろば」と「鈴鹿ゆめひろば」を「ゆめひろば」に統合し、旧不二家店舗と本部にて開始 

６月 「喫茶ゆめひろば」をハーモニーホール座間２階で開始 

宝
島
第
二
期 

2021 
(R３) 

3月 就労Ｂ「ゆめひろば」を本部で一本化、旧不二家店舗には事務局を移転 

5月 磯崎洋二理事長就任 

2022 
(R４) 

10月 旧障害者支援事業所に生活介護事業「緑ヶ丘たからじま」を開所 

2024 
(R6) 

1月 本部１階の就労Ｂ「ゆめひろば」を大規模改修 

2月 「緑が丘ゆめひろば（店舗）」を閉鎖  

宝
島
第
三
期 

2025 
(R7) 

4月 座間市委託事業「通園センター（日中一時支援事業）」の運営受託 

5月 林伸一郎理事長就任 

６月 ＮＰＯ法人宝島創立 20周年記念式典開催（サニープレイス座間にて） 

 

 

 

 

   井上理事              会食の様子         フルート＆ハープ演奏   マジックショー 

※式典の詳細は宝島ホームページをご覧ください。 

 

【 宝島理事を公募します 】 
 NPO 法人宝島が創立されて２０周年を迎えた今年、座間市から日中一時支援の新規委託事業を

受け、事業規模や予算が大きく拡充されようとしています。また、理事長も交代、来年度にかけて

は更に複数の新規事業も検討されていて、現在、宝島が大きく飛躍する契機を迎えていると言って

も過言ではありません。 

 そこで、この機に宝島理事会の刷新にも取り組むべく、宝島会員の皆様から広く理事を公募する

ことと致しました。 

 現在の宝島理事会は７人の理事で構成されており、その内６人が多年にわたり宝島を見守ってく

ださっていて、成熟した理事会と言えますが、これから新規事業に取り組む上で新しい方々にもお

加わりいただき、より均衡の取れた形で、宝島の運営経営全般にわたる議論を進めることはとても

大切なことと考え、今回の公募に至った次第です。 

 ご経歴上のご専門やご経験はいっさい問いません。応募期限も特に設けておりません。ただし、

申し訳ございませんが、理事報酬はございません。宝島が地域の障害のある方々やそのご家族によ

り一層寄り添い、充実した支援を継続していくためにどうすべきか、何をしたら良いのか、そうし

たことに少しでもご興味やご関心を抱かれている方はどうぞお気軽にご一報ください。また、お知

り合いにふさわしい方がいらっしゃると思われる方もご遠慮なく他薦ください。ご質問でもかまい

ません。ご連絡を心からお待ち申し上げています。 

  ご連絡先；宝島事務局 電話 046－259－5120 

            メール takarajima@npo-takarajima.org 

（件名には「宝島理事応募」とご明記ください。） 

mailto:takarajima@npo-takarajima.org

